






○ 2014年度第3四半期の業績概要 

 

• 受注高 387億円  前期比 1.2％増 

 

• 売上高 410億円  前期比 2.7％減 

 

• 受注高、売上高ともに前期並みの数字を確保、前年同期比では大きな伸び 
堅調な事業環境に円安進行による恩恵も加わった 

 

• 営業利益 34億円  前期比 14.3％減 
 外貨建てオペレーションコストが円安に伴い増加した影響 

 

• 税引前当期純利益 53億円  前期比 9.6％増 

 

• 当期純利益 46億円  前期比 43.4％増 
 連結ベースの税負担が減尐    

 

• 受注残 381億円  前期末比 23億円減 
 売上増に伴い減尐したが、前年同期比で120億円強上回る 
 

  

 

 



○ 2014年度第3四半期の事業セグメント別受注高 
 
○ 半導体・部品テストシステム事業 

• 前期比11%減 239億円 
  うち非メモリ・テスタ 192億円 
  メモリ・テスタ 47億円 

 
• 例年第3四半期のテスタ受注は弱含むが、今年はその傾向が緩やかに 

 
• 中国で設置が進むLTE基地局や、スマートフォン用半導体向けの 
テスタ需要が底堅く、非メモリ・テスタ受注の落ち込みは想定より小幅 
 

• メモリ・テスタは、DRAM顧客の投資計画調整の影響により減尐 
 
 

○ メカトロニクス関連事業 
• 前期比42%増 86億円 

 
• ハンドラ新製品、ナノテクノロジー製品の商談が進捗 

 
 

○ サービスその他事業 
• 前期比18％増 62億円 

 
• 保守契約の増加 



○ 2014年度第3四半期の地域別受注高 
 

• 台湾   
  LTE基地局用など、通信用半導体向けが底堅く推移 
 

• 米州 
 ロジックIC向けが増加 

 
• 欧州 
 ロジックIC向けが減尐 

 
• 韓国 

  DRAM向けが減尐 
  

 
   
 
 
 
 
 
    
 



○ 2014年度第3四半期の事業セグメント別売上高 
 
○ 半導体・部品テストシステム事業 

• 前期比13%減 251億円 
  うち非メモリ・テスタ 233億円 
  メモリ・テスタ 18億円 

 
• 非メモリ・テスタは販売堅調 

 
• メモリ・テスタは、受注同様、顧客のテスタ導入時期の兼ね合いから大きな減尐 
顧客の導入意欲自体に変化はなし 
 
 

○ メカトロニクス関連事業 
• 前期比45%増 91億円 
 ナノテクノロジー製品が貢献 

 
 

○ サービスその他事業 
• 前期比横ばい 68億円 



○ 2014年度第3四半期の地域別売上高 
 

• 米州 
 ロジックIC向けが増加 

 
• 台湾、中国   

  スマートフォン関連の売上が減尐 
 

• 韓国 
  メモリ・テスタが減尐 

 
 
 
 
 
 
    
 



○ 2014年度第3四半期の営業損益 
 

• 売上総利益率 56.9% 
 採算性の良い製品の売上比率が上昇 
   

• 営業費用 200億円 前期比 9億円増 
 外貨建てオペレーションコストが円安に伴い増加した影響 

                  
• 営業利益 34億円 



○ 2014年度第3四半期の研究開発費等 
 

• 研究開発費 78億円 
 

• 設備投資 11億円 
 

• 減価償却費 13億円 
 

• いずれも前期並み  
   

 
      
 
 



○ 2014年12月末時点のバランス・シート 
 
○ 資産の部 

• 売上債権 
 前期末比 34億円増  292億円   
 
• のれん 
  前期末比 49億円増  547億円   
 
• 総資産 
 前期末比 151億円増 2,650億円  外貨建て資産が円安で増加 
 
 

○ 負債・資本の部 
• 自己資本 1,428億円 
   
• 自己資本比率 
 前期末比 3.1ポイント増 53.9％ 





○ 今後の事業環境、事業の状況について概観 
 

• 主力の半導体・部品テストシステム事業では、非メモリテスタで底堅い需要が 
続くと見込んでいる 
 

• 昨年テスタ市場の回復を主導したのは非メモリ・テスタだが 
年が明けた4Qからはメモリ・テスタの需要増加を見込む 
 

• テスタ以外の事業の収益拡大についても、メカトロニクス、 
サービス他とも4Ｑにもう一段の売上拡大を見込む 

 
• 低採算な製品の新製品切り替えや、一段の業務効率改善、生産性改善で 
利益率を改善していく 



○ 2014年度通期の業績予想 
 

• 10月に下期、通期の業績予想を上方修正したが、3Qの受注、売上は 
想定以上の結果 
 

• これまでの実績と4Qの先行きを踏まえ、通期の受注高及び売上高予想を 
それぞれ 
 
 受注 1,550億円 から 1,660億円 
 売上 1,520億円 から 1,620億円  へ再見直し 

 
• 売上高の通期予想修正に伴い、各利益予想も 

 
   営業利益   120億円 から 140億円 
   税引前当期純利益  137億円 から 175億円 
   当期純利益   80億円 から 125億円  へ修正 



○ 2014年度4Qの業績予想 
 
• 受注は、前年同期、前期並み水準を想定 

 
• 売上は、前年同期、前期をともに超えると見込む 

 
• テスタ市場からの売上を維持しつつ、メカトロニクスやサービスの増収を達成
することで全体の売上を底上げし、事業構造の転換が尐しずつ形になってきた 
 

• 4Q予想の為替前提は、1米ドルが115円、１ユーロが140円 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



○ 以降、4Qの各事業の詳細見通し 
 

○ 非メモリ・テスタの状況 
 

• スマートフォンの高性能化を支える半導体の性能進化に対応するための 
テスタ増強ニーズは足元も堅調 
 

• 品種としては、アプリケーション・プロセッサ、ベースバンド・プロセッサ、 
LCDドライバ、モバイルPMICなど 
 

• ほか新規顧客や新規商談を相次ぎ獲得している車載系MCU、 
アナログIC、PMICなどが伸長 

 
 

○ メモリ・テスタの状況 
 

• 3Qは顧客の投資調整により受注、売上とも軟調も、  
NAND向けのシェア拡大に目途 
 

• 顧客の状況や最終製品の技術トレンドから、DDR4/LPDDR4向けの 
先行投資が前工程と後工程で4Qから立ち上がると見込む 
 

• NANDについても同様に4Qからの需要立ち上がりを想定 
 

• 最終製品の技術トレンドを次に紹介 



○ 2015年のメモリ市場について 
 

• スマートフォンを軸に、次世代DRAMとNANDが成長 
 

• スマートフォンでは、 
 
• リッチコンテンツ再生に対応した処理データ量の飛躍的増加 
• バッテリー持続時間改善に向けた低消費電力化の強化 
• 軽量化や薄型化のための、構成部品の小型化やファイン・ピッチ化 

 
  が進行している 

 
• このトレンドを受け、携帯端末では、 

 
• LPDDR4採用によるメモリ高速化や低消費電力化と 
台当たり搭載容量の拡大 

• NANDフラッシュメモリの容量拡大と高速化 
 

  が進む 
 

• PCサーバーやデータセンターでも、 
 

• DDR4採用によるメモリ高速化 
• 低消費電力化、高速NANDが使われるSSDの採用拡大 

 
  が進展 

 
• これらがメモリテスタ需要に与える影響を次に紹介 

 
 



○ 特にテスタ市場に影響を与えるメモリ市場の変化について 
 

• まずDRAMについては、スマートフォンにLPDDR4が搭載され始めること 
 

• LPDDR4はデータ転送レートが高速化し、当社の最新機種「T5503HS」の 
需要が伸びる 
 

• LPDDR4が2015年から2016年にかけ量産が本格化し、今年からテスタの 
増強が進む 
 

• 一方、NANDについては、データセンター向けのSSDの採用が広がり、 
その結果、高速NANDの市場が拡大することがテスタ市場を牽引 

 
• NANDについては、「T5831」を投入し、大手顧客から量産テスタの 
認定を受けた 



○ メカトロニクス関連事業 
 

• ハンドラ、デバイス・インタフェース、ナノテクノロジーのいずれも 
今期の成長に期待 
 

• テスト・ハンドラは、 SoCハンドラ「M4871」がこの4Qから販売台数を伸ばす 
 

• テスト・ハンドラ「M4871」は最先端のデバイスを測るための温度制御機能や、 
ファイン・ピッチ品のハンドリング能力を備えており、OSATのデファクトテスタで
ある当社「V93000」とのテストセル構築という販売シナジーを追求 
 

• メモリ・テスタとの需要連動性が高いデバイス・インタフェースは 
4Qからの立ち上がりを期待 
ハンドラ同様、テストセル販売の強みを打ち出せる商品 
 

• ナノテクノロジー製品については、CD-SEMに加え 
電子ビーム露光装置でも商談獲得の可能性 
 

 
○ サービスその他事業 
 

• 中核のフィールドサービス事業は、保守契約の増加が順調 
 

• その他の新規事業については、テラヘルツ製品や、ワイヤレス・ 
システムレベルテスト製品などで、拡販に向けた取り組みを続けている 
 

• そのなかでもSSDテスタの販売は順調 
 

• SSDテスタについての紹介を次に行う 



○ SSDテスタの紹介 
 

• 新規事業のなかで、SSDテスタの手応えが最も良好 
 

• IoTの拡大や、ビッグデータ利用の広がりが期待されているなか、 
データセンター向けのエンタープライズ用SSDの市場規模が拡大し 
生産量の増加と性能向上が進む 
 

• そのなかで、今後のSSDには性能試験と信頼性試験を 
高いスループットで行える高度なテスタが必要 

 
• 大手顧客での採用も進み、今年度の事業目標は達成できる見込み 

 
• SSDテスタ市場の立ち上がりが見込まれるなか、いち早く市場の 
リーダーシップを確立していきたい 
 
 
 

• このSSDテスタのような事業拡大の取り組みを通じ、今回上方修正した 
売上予想を達成する 
 
 

• 以上で発表を終わります 
 
 

 
 

 
 


